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習得。活用・探究を意識した単元「生活習慣」の保健授業づくり
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I ~緒言 そこで本研究は､ ｢生活習慣｣の単元において｢生

徒が健康課題を発見し､学びで得た知識を活用し、

主体的に課題解決に取り組む学習活動と探究的な

学び」 となるよう授業構成を試案した。そして、

この授業実践の成果と課題を示すとともに、今後

の実践開発上の示唆を得ることを目的とした。

国立教育政策研究所は､｢教育課程の編成に関す

る基礎的研究」の［報告書5］ ］)において、 「21世

紀型能力」を提案し、 「実生活や実社会においてい

かに知識や技能を活用して問題が解決できるか」

を育成すべき力の中核に据える教育への転換を求

めている。 これを受けて新学習指導要領における

高等学校の保健においては「保健の見方・考え方

を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決

に向けた学習過程を通して、生涯を通じて人々が

自らの健康や環境を適切に管理し、改善していく

ための資質・能力を育成する｡」ことが目標にあげ

られた。特に健康情報や知識を吟味し、活用して

多様な解決方法を探る 「習得・活用・探究」 とい

った学びの過程によって資質・能力がさらに伸ば

されたり、新たな資質・能力が育まれる2)と期待

されている。

安彦3)によると、この習得・活用・探究のうち

活用力や表現力を育成するような活用・探究の実

践は実施率が高いとは言えず､まだ事例も少ない。

また習得場面においても教師主導の講義形式の授

業比重が高く、単元の構成も含めた授業の工夫が

求められている。

授業の工夫事例としては、高校生における健康

課題の解決に向けて、生活習慣改善をテーマにし

た個人の考えを出し合う対話的な学習により効果

が表れた実践4)がある。 しかしながら、高校生の

生活習|貫においては依然として、睡眠不足と朝食

の欠食率の高さが指摘5)されており、健康課題を

発見し、主体的に課題解決に取り組む学習が不十

分であり、社会の変化に伴う新たな健康課題に対

応した教育が課題6)となっている。

Ⅱ．授業構成

1 ．単元目標と学習計画

単元は、教科書の小単元である「私たちの健康

のすがた､健康のとらえ方､意志決定と行動選択、

生活習|貫病、食事、運動、休養・睡眠」で構成し、

単元名を「生活習慣」 とした。これらの小単元の

学習内容の関連性から各時間だけではなく、単元

を通した目標を立て､健康課題解決を目指す資質・

能力の育成を図ろうとした。その単元を通した目

標は「自己の生活習慣を振り返り、健康課題を発

見し、その解決を目指した意志決定・行動選択が

できるようになる」 とし、各時間にも目標を設け

13時間で構成した。各時間における学習目標及び

学習内容を表1に示した。

2．学習方法の工夫とねらい

21世紀型能力を育成するための授業づくりの

視点7)を参考に「生徒が健康課題を発見し、学び

で得た知識を活用し、主体的に課題解決に取り組

む学習活動と探究的な学び」 となるよう次の5点

を工夫した。

21ブレインストーミングの導入

2時間目は、ブレインストーミングを用いてこ

れまでの知識を活用して多様な健康観を引き出し、

発表することにより、視野を広げ、 これからの学

l)北海道札幌南高等学校
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表1 ~ 生活習慣を単元とした授業構成

単元目標｢自己の生活習慣を振ﾚﾉ返り､健康課題を発見し､その解決を目指した意志決定･行動選択ができるようになる｣

評価の観点：①生活習慣病予防のための基礎的な事項を理解し、 日常生活に開わる健康情報を盤理することができる。 （知識・技能）

②自身の健康課題を発見し、要因と解決のための方策を考え、述べることができる。 （思考力・判断力・表現力）

③学んだ事柄を活用しながらより良い健康状態を仲間と協力しながら探り、積極的に課題解決に取り組む姿勢を身につける。 （学びに向かう姿勢）

学習形態

一斉|ｸ･ﾙ ﾌ ｜個人

学習内容

生徒が考えたり活動する内容
題材名時間 学習目標

教師が教えたり指示す る内容

中学校の保健授業を振

り返り、高校での保健

授業の学習内容を確認

し、学習の見通しを持

年間計画、学習の進め方I

高校の保健授業の意義
知識だけではなく実践力、

ることを説明

ついて

活用力が望まオ

中学校の保健内容の振り返り、学んできたことを発表。

健康に関する自己評価・健康チェックリストの記入(診断的評価）

オリエンテー

ション
○ （ ）

ブレインストーミングのやり方を説明

グループ作りの指示

テーマの説明

例を出ず－，付雲とA3用紙の配布

発表した内容に対しコメント

テーマ：健康であるために

についてブレインストーミング

健康に良いこと、悪いことを思いつくままに書き出す
分類～発表（各グループから一人が前に出て発表）

本時の振り返り

既有知識を生かしなが
ら多様な健康観を共有
する。

健康観

クイズ。健康度が高い国は？（ｼﾝｶﾞﾎﾞｰﾙ、 ｽｲｽ、 日本、韓国）

平均寿命が高いのは、札幌10区内で何区？

これら健康度や平均寿命が高い背景を考える。

豊かな生活がもたらした健康のマイナス面を考える。

新聞記事を読み取り、北海道における健康水準を他と比較しなが
課題解決の方策を考え、 自分の考えをワークシー1,に書く。

本時の振り返り

プリント配布(用語整理、 ﾜｰｸｼｰﾄ）

健康指標、健康水準、平均寿命、

健康寿命、過去の死因と現代の死因

三大生活習慣病について説明

新聞記事配布（各県の平均寿命・健康寿

命）問題提起

我が国における健康水

準の知識を得て、北海

道における健康水準を
他と比較しながら課題

解決の方策を探る。

○
私たちの健康
のす がた

3

前回の続き。健康寿命、他県と比較、北海道の課題解決の方策につ
いて深く学ぶ。環境要因について、長寿県の情報などから、思考を
深める。

健康を支える社会的取り組み（教科書口絵⑥）を見て、それぞれの

ねらいを考え、環境が整えられることによって私たちにどのような
影響を与え、社会環境が整えられていくか考える。一ワークシート

に書く。本時の振り返り

私たちの健康の成立要

因を理解し、特に環境
要因となる身の回し)の

問題を考え、社会環境
を整える力量をつけて
いく‐

プリントを配布（前回の課題解決の方策器

まとめた内容）
プリント配布(用語整理、 ワークシート）

健康の定義、QOL、主体的要因と環境要
因、へ､ルスブロﾓｰｼｮﾝについて説明

健康のとらえ
方

健康に関すそ

環境づくり

！
~

C

朝食の摂取状況について手を上げてもらう。
朝食を摂らないとどのような影響があるか、隣の人と話し合う。
自身の生活サイクルはどうなってるかを考える一QCシート1週間分
を宿題

本時の振り返り

教科書・スライド使用

生活習慣病について（ガン、心臓病、脳卒
中）一次予防、二次予防。

朝食の影響（体温、意欲、学力、体力、仕
事や人間関係に影響）

意志決定・行動選択、 ｾﾙﾌｴｽﾃｨｰﾑ、 I〕ⅨA

生活習慣病を理解し、

自身の生活習慣を見直

し、改善する大切さを
実感できる。

生活習慣病

意志決定・行
動選択

〔 ○Ｆ

、 (』

教科書・スライド便川

入浴とシャワーの違い、雌眠サイクル、睡

眠時間の適正時間、遅刻による影響（本校
の遅刻数） 、ブルーライトの影響、セロト
ニン効果

１
斗
“
１
Ｊ
も
夕
耶
Ｉ

自

養

用

し

や

身の生活習 慣を「体

・スマートフォン使

」の観点から見直

、改善する意志決定
行動選択ができる。

疲れの取り方について話し合う。
睡眠不足になる原因は何か、 自分を振り返る

スマートフォンの影響について話し合う。
本時の振り返り

休養・睡眠と
健康

○h

自身の生活習慣を「食

生活・栄養」の観点か
ら見直し、改善する意
志決定や行動選択がで

きる。

スライド使用

頭を良くする食事、塩分・糖分の適量

栄養バランス、補食の大切さ、飲料の取り
方、栄養改善成功例（2年連続ｲﾝﾀｰﾊｲ出場
選手）

塩分や糖分に関わるクイズ

日頃の水分は何で摂っているか振り返る

学校帰りのコンビニで買う物を考える。
本時の振り返り

○食事と健康 ○

スライド使用

スボーツライフについて、運動の効果を

様々な角痩から説明

新聞記事を配布（運動すると学力も向上）
メタボについて、推奨される運動、適切土

運動強度時間頻度

連動不足になるとどうなるか？運動をしすぎるとどうなるか？

ウォーミングアップの目的は？など話し合う。
心拍数の測定

将来のスポーツﾗｲﾌをｲﾒｰｼする｡
本時の振り返り

適切な連動処方を理解
し、将来連動を位置づ

けたライフスタイルを

イメージできる。

○ ○遮肋と健康8
~

食生活や運動、休養の習慣以外についついしてしまう行動の習慣を

振り返る。 「無意識にやっている良い習慣、やめたい習慣、現在意
識的に取り組んでいる習慣、何かの目標のために習慣づけようと
思っていること」をワークシートに記入。健康生活についての
チェックリストを記入（中間評価） ・健康に関する自己評価を記入
（中間評価）

本時の振り返り，QCシートの宿題

スライド使用

一流の人が行っている習慣術を紹介

習慣を頭（思考） ・体（行動） ・心（感
情）の観点から説明
行動心理学的なアプローチで習慣改善のヒ

ントを教える。

幅広く自身の習慣を振

り返り､ 自己理解を深

め、 よりよい習慣に改
善していく実践力を身
につける価

○○習慣とは
h

自身が記入した健康生活についてのチェックリスト （4月と7月） と

Qcシート （6月と7月） を比較分析資料とする。

自身の生活習慣について①背景や要因を探りながら分析すること、
②課題や改善第、③疑問点やより深く知りたいことの3観点を踏ま
え、 「主体要因」 「環境要因」 「QOL」 という言葉を必ず入れてレ
ポートを作成する。本時の振り返り

レポート作成の観点を説明

これまで学習してきた内容を簡単に振り返

る。特に主体要因、環境要因とQOLの観点
から自己を振り返り、問題解決していくこ
との大切さを確認する。

自身の生活習慣を振り
返り、 これまでの学び

を生かしながら、持続

的に健康に対する問題

解決に取り組む姿勢を
身に付iナる。

生活習慣の押

求学習①－1
○10

レポートで述べた「疑問点やより深く知りたいこと」をさらに探求
する。 「疲労を取り除く方法について」と 「スマートフォンの扱い
についてコントロールする方法」のどちらかをグループで選択し、
言千1－△易
口口L"ロノ｡

「QOLについて。どのような状態がQOLが高いと言えるか？」は全グ
ループが必修で話し合う。 20分程度。話し合いの内容は、 メモ程度
にレポート用紙に書き込む。各グループから代表者が発表する。質
問項目別に発表する。各グル プ2分程度．
本時の振り返り

前回のレポート作成内容の講評

レポートに書かれた疑問点やより深く知り
たいことの中から共通する疑問点を紹介

し、 これらについてお互いの実践知を語り

合い、参考にしていくことを説明する。
QOLについて資料を配布、説明（QOLの定義

や評価基準、 レポートにQOLについての考

えを書いてくれた文章を紹介）各グル プ
4～5人で8～9班つくる

これまで学／
とを参考に、

実践知をもl
く学び、 自雲

活かしていこ

姿勢を身に一

学ん
こ、

--つ

活かし

姿勢を

できた二
お互いの

もとにより深
自身の生活に

‘ ､こうとする
1 【十ス

生活習慣の探

求学習①－2
○ ○1 1

クイズ作成のI量l的、 クイズ.作成の手順につ

いて説明。評価の観点について説明
食事・運動・休養など生活習慣に関わるク
イズ作成をし、発表する。作成の観点は、
興味・関心、疑問に思うことなどからみん
なの生活に活かせる問題となるよう創造力

を促す

これまで学んできたことを生かし、興味関心に応じてさらに探求す
る。 4～5人グループでそれぞれの疑問や知りたいことを発表し合

う。その中で、 クイズにできそうなものを3個つくる。その中の一
つには「生活習慣病」に関わるキーワードが入るように作成する。

3択～4択でクイズ作成用紙に記入。解説できるように調べ､ まとめ
る。→後日提出

生活習慣に関わるクイ
ズ作成を通して、独創

性を発揮し、知識の共
同構築を図る。

生活習慣の探
求学習②－1

○12

10分間グループで発表準備（発表方法の工夫）

各グループ作成した3つの中から1つ選び、発表、解説まで(3～4
分） 8班

各発表後にグループ内で評価表に記入

全グループ終了後に得点集計.

なるほど大賞の発表
健康に関する自己評{I11iを記入（総括的評価）

本時の振り返り

クイズ発表の手順、評価方法について説

明。評価表の配布。 （評価の観点は①生活
に活かせるレベル②なるほどレベル③発
表・解説のわかりやすさの3観点をそれぞ
れ5点満点でつける。 グループ内で1枚採点

用紙に記入する。 自分のグループ発表につ
いては採点しない。板11$をしても良い。発

麦者は複数でもよい。 ）

生活習慣に関わるクイ
ズ作成を通して、創造

性を発揮し、知識の共
同構築を図る。

生活習慣の探
求学習② 2

○ ○
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習に対する興味・関心を高める工夫をした。

2~2健康生活チェックリストの活用

1時間目に診断的評価として､9時間目に総括的評

価として健康生活チェックリストを授業の終わり

に記入してもらった。 このチェックリス1，は、波

多野ら8)の作成した成人用の質問項目をもとに、

授業者が高校生用の質問項目として－部改変した。

質問項目は50問からなり、 「はい。いいえ」で回

答し、望ましい方を1点、望ましくない方を2点

とし、合計得点50点が最も望ましい状態、 100点

が最も望ましくない状態となるように集計した。

その内容は「食事と栄養、休養、からだの管理、

運動とスポーツ、こころの健康､社会性｣であり、

自身の健康状態を把握し、課題発見につながるよ

う意図した。

2.3QualityControlSheetの活用

QualityControlSheet (以下QCシート) (資料

l)は、小沢ら9)により考案され、生活の立て直し

や自己管理能力の向上に有効な手だてのひとつと

され、体力や学力向上にも効果的とされている。

生徒にQcシートの活用効果を紹介するとともに

書き方を説明し、 6月と夏休み期間のそれぞれ1

週間分を提出させた。 Qcシートに体重、心拍数、

睡眠時間、食事、排便、運動、勉強時間、体調な

どを記入させることで自身の生活習慣に対する気

づきを促し、主体的に自己管理できる力を身につ

けさせようとした。

2.4レポート作成の活用

生徒には、 自身が記入した健康生活チェックリ

スト （1時間目と9時間目） とQcシート (6月と

夏休み期間）を比較分析資料としてレポートを作

成させた。具体的には、 自身の生活習慣について

①背景や要因を探りながら分析すること、②課題

や改善策、③疑問点やより深く知りたいことの3

観点を踏まえ、 「主体要因」 「環境要因」 「QOL」 と

いう言葉を必ず入れてレポートを作成するよう指

示した。 これは課題を自分事としてとらえるため

の材料を提供するとともに、比較・分類・関連付

けるなどの思考を促すことをねらいとした。

2.5探究活動の場の工夫

探求活動①を10時間目と11時間目の2時間に

設定した。 10時間目に作成提出したレポートに記

探究を意識した生活習慣の授業

述された疑問点や、 より深く知りたいことを授業

者が抽出し､共通テーマを話し合う場を11時間目

に設定した。これは、実践知を基にグループ内で

の対話を通して、 自己の思考を広げ深めることに

より多様な解決方法が促されることを期待した。

また､本時の目標を「自身の生活習慣を振り返り、

これまでの学びを生かしながら、持続的に健康に

対する問題解決に取り組む姿勢を身に付ける｡」と

し、今後も含め健康に対しての見方や考え方を深

める学習を意図した。

探究活動②を12時間目にクイズ問題の作成､13

時間目に発表という流れで構成した。生徒には、

本時の目標を「生活習慣に関わるクイズ作成を通

して、独創性を発揮し、知識の共同習得を図るこ

と」 と提示した。具体的な進め方として、グルー

プ内でクイズ問題を3つ作成し、その中から一つ

を発表すること、回答の選択肢を3～4つにするこ

と、解説を含めてクイズ問題作成用紙(資料2)に

まとめることを指示し、 1週間後に完成版を提出

させることとした。 13時間目では、最初にグルー

プごとに10分間の発表準備をさせた。そして、発

表と解説はlグループ3～4分とした。各班の発

表後にグループ内で1枚の評価表(資料3)を用い

て5点満点で相互評価し、集計結果を発表した。

この活動では、 これまでの習得した知識を活用し

ながら創造的思考を促し、表現力の育成と能動的

な学び合いをねらいとした。

Ⅲ．方法

1 ．対象と授業日

対象は､M高校1年生3クラスで各クラス40名、

合計120名に対し授業を実施した。期間は、 2019

年4月から10月までとし、各クラス週に一度50

分の授業を教室及び視聴覚室で実施した。

2授業成果と課題の分析方法

2. 1健康に関する自己評価

健康に関する自己評価（資料4）を1時間目 （4

月）、 9時間目 （7月）、 13時間目 （10月）に記入

してもらい、関心、 自己理解、思考、行動に相当

する質問項目について4段階（4点満点）で回答
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時間目は、次時との連続性があり、評価に至る段

階ではないため実施しなかった。

竹田

させた。 この質問紙では、健康課題に主体的に取

り組む資質や能力の評価をねらいとした。

分析対象は、 3クラス合計120名のうち3度の

調査日に欠席がなく、調査の同意を得た合計109

名であった。統計処理は､関心、自己理解、思考、

行動の項目ごとに1時間目と9時間目と13時間

目の比較をするためエクセル統計(BellCurve社)を

用いた。それぞれの質問項目ごとに、一元配置分

散分析を行ない、有意差がみられた場合は、多重

比較(Scheffe法)を用いて検討を行った。有意水

準は5％未満とした。

また､最終13時間目の健康に関する自己評価内

の質問項目に「あなたは保健の授業で学んだこと

を日常の健康づくりに生かしていますか？」 とい

う問いを設けた。回答は「様々な場面で生かして

いる、ある程度生かしている、あまり生かしてい

ない、全く生かしていない」の4つの中から選択

させ、回答者の割合を算出した。

2.2形成的評価

各時間の目標達成と習得・活用の状況を把握す

るために形成的評価票（振り返りシート）を配布

し、回答してもらった。2時間目から毎時間「①本

時の目標は達成できたか、②新たな知識を得るこ

とができたか、③これからの生活で使えそうなこ

とはあったか」について「はい．まままあ．いい

え」で回答させた。そして「はい」 と回答した人

数の割合を算出した。また③については、具体的

な内容を記述してもらった。なお、 10時間目と12

3．倫理上の配慮

生徒が授業中に記述した生活習|貫に関わる内容

（健康に関する自己評価、健康生活チェックリス

ト、振り返りシート、Qcシート）および統計デー

タについては名前を伏せた上で公表することにつ

いて同意が得られた者のみを研究の対象とした。

Ⅳ．結果

1健康に関する自己評価の変容

健康に関する自己評価の結果を図lに示した。

「関心」 と 「思考」の平均点は、 3時間全て3点

以上であった。 「行動」については、 2．77点から

2．87点の推移で微増しているものの他の項目よ

りも低い評価であった。

「関心｣については､授業間に有意差がみられ、

多重比較の結果1時間目より9時間目の方が有意

に高かった(P<0.05)。一方、 「自己理解」 「思考」

「行動」は各時間の間に有意な差はなかった。

最終時間の13時間目に質問した｢あなたは保健

の授業で学んだことを日常の健康づくりに生かし

ていますか？」 という問いに対し、様々な場面で

生かしている者は24％、ある程度生かしている者

は73％だった。

4

P<005
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2形成的評価の結果 「習得」 と 「活用」の両面において最も高かつ

表2は､振り返りシートの各質問項目に｢はい」 たのは7時間目の食生活を題材とした授業でそれ

と回答した者の割合を示した｡「目標達成状況｣は、 ぞれ99％、 100%であった。 この7時間目の「活

すべての時間で90％以上と高い割合であった。特 用」に関する具体的な記述は、知識の活用につい

に2．3時間目は99％と高い評価であった｡｢習得」 て記述した者が1名いたが、それ以外は学習内容

の評価で比較的低かった時間は2時間目で86％で を振り返りながら個人の健康課題を取り上げる内

あった｡それ以外の時間は90％以上であった。 「活 容、解決方法や行動目標と解釈できる内容が記述

用」の評価では､3時間目に88％､4時間目に86％ されていた。

であったが、それ以外は90％以上であった。

表2形成的評価において「はい」と回答した生徒割合（％）

時間 2 ３ ５4 11 136 ７ 8 9

目標達成

習 得

活 用

９

６

８

９

９

８

９

６

１

９

８

９

92 95 93 98 95

97 96 91 99 93

86 93 97 100 93

５

５

９

９

４

４

６

９

９

９

97

98

9897

回答者数 117 113 118 1 18 117 115 113 115 116 109

V~考察 良いことをしているかなどが一目でわかるように

なりました｡」や「1週間を通して見ると、不規貝,｜

な生活をしていることがよくわかった。寝る時間

が遅く、朝は普段より30分程度起きるのが遅い｡」

など自己の課題発見につながるような記述が複数

見受けられた。これらのことから、単元を通して

自己理解を深め､継続して課題解決を図れるよう、

健康生活チェックリストの使用方法の工夫と、 Qc

シートのさらなる活用を進める必要があることが

示唆された。

思考については3回の調査で平均点数が3．04

から3. 12の範囲内となっており、 「自分の健康づ

くりについて考える」 と自己評価しているが、 13

時間を通して思考が深まったとは言いがたい結果

となった。21世紀型能力の中核とされる思考力に

ついては「問題の解決や発見、新しいアイデアの

生成に関わる創造力、その過程で発揮され続ける

論理的・批判的思考力、 自分の問題の解き方や学

び方を振り返るメタ認知、そこから次に学ぶべき

ことを探す適応的学習力などから構成される｡」7）

とされている。 このことから健康課題について持

続的に解決していく資質.能力を育成するために、

様々な思考過程を授業に組み込み、その具体的な

思考力の深まりを評価していくことが必要となろ

う。また石井10)が「思考力を育てるには、考えた

1 ．健康課題解決への取り組み

健康について関心を高めることは、 自己課題を

認識し、主体的に課題解決していく上で重要とな

る。また、関心は、新学習指導要領における育成

すべき資質・能力の「学びに向かう力」の一つに

相当する。健康に関する自己評価の結果から、 自

分の健康状態についての関心は、 1時間目の平均

値が3. 17と比較的高かったが､9時間目には3.39

とさらに高くなった(p<0.05)。 これは、 9時間目

までは基礎的な知識や教科書以外の身近な生活に

結びつく内容を構成し、関心を高めることをねら

いとして実践したことが要因と考えられる。

自己理解を示す質問項目については、 1時間目

（2.79）から9時間目 （2.94）にかけて微増して

おり、 13時間目 (2.93)にかけては大きな変化は

なかった。平均点数は望ましいとされる3点に届

かず、授業間に有意な差はなかったことから単元

を通して自己の健康課題が明確になっていったと

は言い難い結果となった。 しかしながら生徒の記

述からは､理解の深まりが垣間見られるものもあ

った。例えば、 Qcシートの1週間を通しての感想

欄には｢自分の生活を可視化できるようになると、

どのくらい時間を有効活用できているか、身体に
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99％、活用が100%、 目標達成も98%であった。

授業者は､｢頭を良くする食事､塩分･糖分の適量、

栄養バランス、補食の大切さ、飲料の取り方、栄

養改善成功例」について作成したスライドを通し

て説明するとともにクイズ形式で考え解答させな

がら実生活に生かせる情報を提供した。振り返り

シートの生徒の記述には「自分が知らない間に塩

分や糖分を摂りすぎていたことがわかったから、

成分を良く見ようと思った｡」 「今は、親がご飯を

つくってくれているが、一人暮らしをするときも

バランスの良い食事を心がけていきたい｡」 「今日

はとても役立つ内容だったので、 これからの生活

につなげていきたいです｡」など活用の意識が多く

見られた。 このように自己の課題に気づき、具体

的な行動について考えさせる授業構成ができてい

たと推察される。

その他の時間においても実生活に即した学習内

容から個に応じた課題解決をしていこうとする記

述が散見された。例えば、活用に97％が「はい」

と回答した6時間目の休養・睡眠の学習では「私

は毎晩寝る前に30分～1時間スマホを見ていまし

た。 しかし、それでは睡眠時間は不足し、深い眠

りにつくことができず、疲れをとることができな

いとわかりましたので、今日からは寝る前のスマ

ホの時間を30分、 25分、 20分と少しずつ減らし

て、朝勉強できる時間を作りたいです｡」 とあり、

行動選択に結びつく判断力も表れていた。

このように多くの生徒は、毎時間基礎的な学習

内容を習得し、活用しようとしていることが認め

られた。特に実生活に結びつきやすい学習内容に

ついては、 自己の健康課題を取り上げ、 どのよう

に解決していくべきかを考えたり、行動目標とな

る内容が多く見られ、思考力や判断力といった資

質・能力の育成に結びつく学習効果が見受けられ

た~

くなる状況や深く思考する必然性をどう創るかが

重要｡」と指摘しているように体験的・実験的な学

習の場面も必要となろう。更に、 10時間目のレポ

ート作成により比較・分析・関連付けるなどの思

考力を促すことを意図したが、 このレポート内容

を質的に分析し思考力を評価していくことも今後

の課題である。

行動については、 1時間目 （2.77）から13時間

目 （2.87）に微増したものの有意な差はなく、 自

己の健康をコントロールし、改善できる実践力を

育成できたとはいえなかった。 しかしながら、最

終時の「あなたは保健の授業で学んだことを日常

の健康づくりに生かしていますか？」 という問い

に対し、 「生かしている」 と 「ある程度生かしてい

る」と回答した生徒は97％であり、学びが生かさ

れている可能性がある。このことから｢生活習慣」

の授業を通して習得した知識が日常生活に活用さ

れているものの、持続的に健康課題を解決してい

く実践力の育成が課題であると推察された。

以上のことから生徒は、授業を通して自己の健

康に高い関心を持つようになり、学びで得た気づ

きを日常生活に生かしている様子から 「学びに向

かう力」の育成が図られていると推察された。 し

かしながら、持続的に健康課題解決へ取り組む資

質・能力を育成するためには、思考力や実践力を

具体化して授業を構成していくことが今後の課題

といえよう。

2．形成的評価による目標達成、習得・活用の状況

目標達成については、すべての時間で90%以上

となり、多くの生徒にとって各時間で身に付ける

べき能力の育成を図ることができたといえよう。

特に99％が「はい」 と回答した2時間目の「既有

知識を生かしながら多様な健康観を共有する｡」と

いう目標の達成率が高かった要因は、ブレインス

トーミングによる学習活動の成果といえよう。一

方で2時間目の習得の評価は86％で他の時間より

比較的低かった。ブレインストーミングでは、既

有の知識を出し合う活動であったため、新たな知

識を得るなどの習得の評価は低かったと考えられ

る。

7時間目の食生活を題材とした授業は、習得が

3．探究活動の成果と課題

探究活動①においては、 10時間目に個人の作業

としてQcシートや健康生活チェックリストの前

後を比較し、変容を分析するとともに疑問点やよ

り深く学びたいことをレポートにまとめさせた。

このレポート内で出てきた疑問点として「疲労回
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復」 と 「スマートフオンの扱いが健康に及ぼす影

響」が多く書かれていた。健康生活チェックリス

トにおいても同様に疲労に関わることを挙げた生

徒が多かったため、共通の課題を協同的に解決し

ていく学習を11時間目に組み込んだ。漢那らu）

は学習内容を「自分ごと」 として活用しようとす

る態度を育むために、生徒が身近に感じやすいデ

ータや、生徒が作成したデータを扱い、 「疑問・質

問｣を持たせる場を意識的に取り入れてその疑問・

質問から授業を展開することで活用力を育成して

いる｡本授業の1l時間目終了時の活用力を表す自

己評価でも96％と高い値を示していた。具体的に、

この時間の振り返りシートには「自分が今まで学

んできたことを振り返るとともに様々な人と知識

や経験を共有して、 QOLや健康に対する理解を深

めることができた｡」など健康に対しての見方や考

え方を深めたことが推察される記述も見られた。

探究活動②における作成したクイズの一例（資

料2）を示した。作成したクイズをクラス全体で

発表した13時間目の形成的評価では、習得・活用

とも98％が「はい」 と回答していた。生徒の活動

の様子は、既有の知識や授業で学んだ知識だけで

は解決できない疑問から問題を作成したり、 ITを

活用しながら解答を導いたり、選択肢の作成には

他者の考えを活用するなどの姿があった。また、

発表においては、司会者、問題発表者、黒板に選

択肢を書く係、解答を説明する係などの役割分担

をし､効率よく約3～4分の中で進めているグルー

プもあり、表現力を発揮する場面が観察された。

学習方法に関しても 「普段の授業とはまた違う新

しい学びがあったのでよかったと思います。 この

ような形式の授業は楽しくかつ受身的にならない

ので学びが深いです｡」と肯定的な感想が書かれて

いた。

北12)は｢活用の能力の具体を考える中で習得し

た知識を活用して学習や生活上の問題や課題を解

決する能力だけでなく、創造力や論理的な思考力

のほかに、発想力、構想力、構成力などの能力が

必要になる｡」 と述べている。本研究においても、

クイズ作成発表の探究活動を通して多様な活用の

能力を引き出すことができたと考えられた。

この2つの探究活動の成果として、授業者が観

察した生徒の活動から主体的、協同的、 倉ll造的に

取り組む態度を育成できたといえよう。授業構成

上の課題としては、各探究の時間が2時間ずつで

あったため、熟考したり、仮説を立てたり、調べ

なおしたりという思考を促す時間もあれば、学び

の深まりも期待できたであろう。

Ⅵ~ まとめ

本研究は、ある高校1年生3クラスを対象に、

習得・活用・探究を意識した単元「生活習'|貫」の

授業実践の成果と課題をまとめ、今後の実践開発

上の示唆を得ることを目的とした。

その成果としては、生徒が授業を通して自身の

健康に高い関心を持つようになり、 日常生活に生

かしている様子がうかがわれ「学びに向かう力」

の育成を図ることができた。また、各時間の形成

的評価では、学習目標は概ね達成でき、知識を得

るという習得状況も高い割合で達成できた。活用

については、特に実生活に結びつきやすい内容を

学習した時間については、高い達成率を示してい

た。その具体的な活用内容については、 自己の健

康課題を取り上げ、解決方法を考え、行動目標と

なる内容が振り返りシートに多く記述されていた。

探究活動においても学び合いから自身の生活に活

用しようとする姿勢が表れ、学習者の主体的、協

同的、創造的に取り組む姿が観察された。

一方で、 自己理解につながる健康生活チェック

リストの活用方法を工夫すること、単元を通して

様々な思考過程を授業に組み込み、その思考力の

深まりを評価していくこと、持続的に自己の健康

をコントロールし、改善していく実践力の育成が

課題となった。

今後は、本授業実践において有効に働いた「習

得・活用・探求」が達成目標にとどまらず、健康

課題解決に持続的に取り組める資質・能力の育成

に結びついていくような実践開発が求められよう。
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資料2~生活習慣クイズ問題作成用紙

習惜グイス俳涜
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資料3~生活習慣クイズ評価用紙

生活習慣クイズ評価表 3観点各5点

生活に活かせる

レベル

発表･解説のわ

かりやすさ
問題番号 班 発表者 なるほどレベル 合計点
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資料4．健康に関する自己評価用紙

健康に関する自己評価 組番名前

1．あなたは自分の健康状態に関心を持っていますか？

（ ）自分の健康状態がとても気になる

（ ）自分の健康状態はあまり気にならない

（ ）自分の健康状態が気になる

（ ）自分の健康状態はまったく気にならない

あなたは自分の健康状態を知っていますか？

）自分の健康状態をよく知っている

）自分の健康状態をあまり知らない

2

（ )自分の健康状態を知っている

)自分の健康状態をまったく知らない

く
く

3~あなたは自分の身体の健康のことを考えたりしますか？

（ ）自分の健康づくりについてよく考える （

（ ）自分の健康づくりについてあまり考えたことがない （

)自分の健康づくりについて考える

)自分の健康づくりについてまったく考えたことがない

あなたは自分の健康をコントロールし､改善できるような行動がとれますか？

）自分の健康をコントロ ルし､改善できるような行動が的確にとれる

）自分の健康をコントロールし､改善できるような行動がとれる

）自分の健康をコントロールし､改善できるような行動をとる自信がない
）自分の健康をコントロールし､改善できるような行動をまったくとれない
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